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平和が丘防災・地震対策委員会

師走の候 となりましたが皆さまには日々お元気でお過ごしのことと存じます。

さて、夏以来の学区の防災・地震対策委員会の主な活動についてご報告申し上げます。

1,各 自治会の 自主防災訓練が次のよ うに行われ、それぞれ所定の成果 をあげま した

。9月 9日 (日 )  五丁目 。人前三丁目(合同)<コ ミセン> 36名 参加

,9月 15日 (土) 公務員住宅<住宅内集会所> 21名 参加

。9月 30日 (日 ) 一丁目<消防団詰所> 10名 参加   四丁目北<コ ミセン> 20名 参加

なお 30日 (日 )午後に予定されていた二丁目は台風接近のため中止。

・10月 27日 (土) 四丁目南<第二公園> 22名参力日

・10月 28日 (日 ) 平和が丘住宅 。日車マンション(合同)<東邦高校> 26名 参カロ

消防団にご指導いただいた劃1練 もありお礼申し上げます。なお3名 の方が新たに入団されました。

例年指摘されていることですが今年も参加者が少なく、各会場とも小ぢんまりとした訂1練で、 3

会場は防災講話で した。なお、これに先立って 9月 8日 (土 )に名東消防署で自主防災会班長の皆さん

を対象に消火、救護等についての指導が行われ、六つの自治会が参加 しました。

2.防 災あん じん調査票の配布 と回収 について

例年通 り本年も「防災あんしん調査票」を自治会単位で各ご家庭に配布 し回収させて頂きました。

ご協力ありがとうございました。その集計結果を報告 します。

平和が丘学区・防災あんしん調査票の集計(平成24年度) 平成24年9月 10日 現在

回収率は 85.1%で ほぼ前年と同じで、前年度に比較 して 70歳以上の世帯数 と要介護の方が微増 し

ています。きめの細かい対策を学区として構築 していくことが求められます。また、避難所である

東邦高校は生徒の在校中に災害が発生 した時、生徒・教職員の避難所になることを念頭においてお

く必要があります。なお、前年度の調査票は 9月 13日 溶解廃棄 しました。

◆11月 18日 (日 )ク リーンキャンペーン(清掃活動)後、各自治会代表三ミセンでゴミ問題を討議。

並行 して防災司1練の一環として民生委員、平愛会、防災会給食班などの協力で炊き出し訓練実施。
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3.防災対策実施状況 (防災アンケー ト)の結果 について

「あんしん調査票」と同時に行いました 「防災対策実施状況 (防災アンケー ト)」 |こ もご協力を頂

きましてありがとうございました。回答数 1.664 回答率 82.6%で した。

主な内容として家屋の耐震診断実施 32%、 食器棚等転倒防止 64%、 家庭内火災報知器設置 72%、 食

料品備蓄 66%(そのうち3日 分 55%)等々ある程度の備えがあることが分か り、また、防災に関する多

様なご意見も頂き今後の参考に資する所存です。詳細についてはすでに各自治会の回覧板等で報告

されていると思いますので割愛 します。

4.学区として日頃お世話になつています東邦高校を訪ねて、防災教育等について寄稿をお願いし

ましたところ早速に承諾 して頂きました。厚 く御礼申し上げてここに掲載させて頂きます。

「東邦高校の防災教育」

東邦高等学校

1971年 、東邦高等学校が千種区赤萩からここ平和が丘の地に移転 してはや 40余年

が経ちました。多くの卒業生を送 り出し思い出の詰まつた移転当時の学舎も、耐震化を図

るため4年前新校舎に建て替えられました。新校舎は震度 6の地震を想定した耐震構造で

す。

明るい新校舎は、春は 「名東の日」の会場に、夏には学園主催 「納涼音楽祭J会場、等

学区の皆様方にもこれまで以上に気軽に訪れていただける校舎となりました。

また、平成 19年には平和が丘学区の避難所にも指定され、 2階駐輸場防災倉庫には名

古屋市からの近隣住民の皆様の備蓄品を収めています。また、学区の方の避難訓練、防災

講習会なども避難所 となる本校で実施 していただいています。

さて、東邦高校では4月 と9月 の年 2回、防災訓練を実施 しています。今年度は東日本

大震災の教副1か ら、避難経路をたどつて運動場に出る、という従来の避難訓練だけでなく、

「授業中に地震が起こつた」事態を想定し、運動場に避難しない形での防災訓練を抜き打

ちで実施いたしました。新校舎では校舎内で避難する方が安全であろうという事もあり、

今後、様々な状況を想定して訓練を実施していく予定です。

また、本校には愛知県内はもとより、県外からも通学する生徒がおります。授業時間内

に被災した場合、交通機関の状況によつては「東日本大震災」同様、多くの生徒が「帰宅

難民」になることが予想されます。そのため、避難当初の食料や水をセットにした「防災

セット」を 1人 1セ ット購入し、校舎内に備蓄しています。

まだまだ本校の防災体制は 「備えあれば憂いなし」と言い切るまでには至りませんが、

生徒の安全、地域の防災に資するべく、今後とも訓練、防災教育を継続・発展させて参り

たいと思います。

今後とも何卒よろしくお願いいたします。

文教地区のシンボルとして東邦学園の役割に感謝申し上げます。この度はサッカー部が第 91回全

国高校選手権大会出場の栄誉を勝ち取られ、おめでとうl 健闘を心から祈 ります(12月 31日 開幕)。

<編集後記>今回、 3回にわたつて平和が丘に位置する小、中、高の 3校の防災教育等について掲載さ

せて頂きました。地域。学区と共に歩み協力されている姿に感謝の念を禁じ得ませんでした(編集・高木)。


